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仙
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迎
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葉
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散
庇
t
｡
グ

ン
加
恥
放
姓
柑
庇
及
び
加
水
限
度
は
m
と
和
悪

投

､ノ

な
る
胸
係
あ
I
と
排
も
'北
ハ川
に
必
ず
し
も
州
桝
々

係
の
存
在
は
之
を
認
め
ず
｡北
に
TTL.Itl作
土
t
H
Mr
､I.::仲
拭

け
.
に

伐
-
北
粘
氾
恨
壮
士
地

中
pH
榊
i,}
し
き
に
か
-
わ
ら
霊

山
換
恨
鹿
聖
耕
し
-
榊
舛
る
土
･S
に
就
き
報
告
せ
ら
れ
た
-
0
本
土
塊
も
亦
か
-
る
状
態
を
認
め
印
べ
し
｡

:,j
換
散
虹
は
郡
家
の
一
七
･
∴
tr,･750
と
=M
穴
と
し
地
山
ノ
M
A
及
び
H
の
(3
･
∴
O
n
を

蚊
小
と
す
る
北
ハ川
井
し
き
卿
典
あ
-
｡
而
し
て
佃
野

▼.1

地
先
磨
地
の
大
部
分
は

7
C
･
.U
O
､J,
;
⊥
な
る
に
此
帰
し
'
畑
及
び
九
州
南
部
の
土
蛾
は

i
･∴
五
;<
舷
七
に
し
て
t
p
:

:

r;'･
花

を

附
界
LJ

し
て
芯
換
鮫
皮
の
･#
し
-
減
少
を
示
す
D

本
邦
に
放
け
る
新
潮
騎
士
の
削
げ
此
び
に
.不
出
脱
附
に
軌
て
､
那

7
郎

こ
二
七



本
邦
に
於
け
る
笹

;士
の
机
欣
粘
び
に
不
良
坂
凶
に
就
て
､
第
一鮎

三
二
六

ノヽ

ロ
ダ

ン
加
即
は
礁
程
度
は
鴨
下

氏
川
に
よ
-
位
換
酸
庇
と
の
問
に
祁
朗
々
係

の
抑
在
を
報
肯
せ
ら
れ
L
が
'
本
土
邸
に
於
て
も
亦
同
様

の

剛
係
を
認
む
O

加
水
酸
舷
は
班
換
酸
度
と
i<
牌
平
行
し
て
増
減
を
二不
せ
ど
も
'
非

の
数
肌
は
著
し
-
大
に
し
て
､

tt
つ
捉
換
酸
度

〇
･
二
〇
〇
な
る
誰
ノ

原
B
た
於
て
佃
は
讐

･
五
〇
の
加
水
酸
度
を
有
L
t
捉
換
酸
度
に
中
性
の
土
塊
も
加
水
酸
度
は
祁
骨
川
々
な

る
こ
と
を
:{
し
'
pH
と
の
馳
係

も
駐
換
酸
度

の
か
-
急
襲
す
る
卸
を
認
め
ず
o

コ

置

換

性

捜

菟

及
韻

飽

和

度

′ー＼

′ヽ.

岨
襖
性
轍
益
は

H

i
s
s
i
n

k
代
放
P
を
以
て
聾
:52lせ
-
｡

即
ち
土
塊
二
五
瓦
に
八

C
-
九
〇
皮
に
粗
め
た
る
願
化
肝
始

の
一
規
･:4
純

一〇

〇
推
せ
加

へ
'

一
夜
放
,=j
せ
る
後

山
止
の
定
先
フ
ラ
ス
コ
中
に
淵
過
し
'
鞄
化
骨
達
の
1
規
定
液
を
以
て
沈
催
し
て
'
蚊
初

山
二
止
と
攻
の

1
文
中
の
石
衣
の
鼎
の
井
を
以
て
駁
挽
性
石
衣
と
L
t
又
別
に

1
規
定
鰯
化
ア
ン
モ
ン
液
を
以
て
前
同
様
蒐
排
し
て
洗
源
液

〓
S.小
の
･iL=
王

加
児
'
秒
速
を
聾
･1.i.し
'
之
を
以
て
riIj
換
性
の
も
の
と
す
｡
其

の
結
果
第
二
秦
の
如
L
o

Ad
G

H

.A



之
を
戚
骨
川
日...<
に
て
衣
せ
ば
攻
衣

の
如
し
｡

H
',-

本
邦
に
放
け
る
朗
加
熱
･H
の
削
械
仙
び
に
不
良
脱
凶
に
此
て
'
街

叫
削

.4'



本
邦
に
噴

け
る

朋
輩
群
山の
跡
畔
地
び
に
苦

塩
舶
凶
に
軌
て
'
那

!
触
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l
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茄

の
衣
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よ
-
本
⊥

嘘
に
於
て
川j
挽
爪
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衣

の
虫
は
土
塊
酸
度
殊
に
揖
挽
惟
鹿
と
i:櫛･=
ほ
た
る
闘
係
を
祈
し
｢

.
=

k
'･
先
以
下
の
土
壌
は
Ej･
根

性
小
次

の
=‥=-毎

め
て
小
に
し
て
'
那
豪
を
除
き
総
て

0
･
〇
州
毎
'
放
常

==肌
と
し
て

一
･
川

0
1
丁
寧
ボ
L
t
之
を
常
流
の
鮪
'円
土
塊
柏

に
耕

ーヽ
.ヽ′

地
叩
q33

に
比
較
し
て
柚
め
て
微
=:北
な
り
｡
然
る
に
=

:C
.･〝
'以
上

･3
畑
抽
び
に
九
州
南
郷

の
宮
崎
t
等

ノ
焔

t.7
は
宮

崎
仲

野
の

C
･
三

化
九

TSb;

仙
･
六
三
三
拡
館
北
を
出
低
と
し
'
此

日

的
耕
土
と
殆
ど
興
る
桝
な
し
.

伽
も
=
亨

.t
を
附
雅
邦
と

し
て

明
に
∴
人
肌
し

川
ソリ
ボ
は
毘

換
酸
度
t
E

ダ

ン
加
川的
.戊
鮎
柑
姓
と
偉
-

一
致
す
｡

加
壬II
t

押迫
､
≠i=
土
は
典
に
最
･';.lfO
･
C
川
霧
に
し
て

山
股
に
基
=l北
少
-
'

け
つ
根
庇
と
山
搬
隣
を
認
め
ず
o

I-ヶ
姓
は
加

巾
に

比
性
し
北

.1ノ

見

多

-

経

常

$
1と

し
て
印
ん
ど

Ti
:･戒
は
北
ハれ
H
i
t,な
-り
｡
C
o
n

官

r
代
.i:は

.=
衣
は
加

耶
及
び
相
通

に
比
し

1
修

皿

推
さ
れ
弘
も

〃
秋
山

ノヽ
.

軌
乏
搬
び

に
加
雪

抑
止
に
剖
す
る
比
率

の桝
i
J
は
+
.碓
不

良
い
一
帖
囚
な
り
と
よ

へ
り
C

叉
P

e
a
r

s
a

l
t

代
i
)
は

上
蟻

の
S
.u
r

C

On
diti･

o
n

の
殊
仰
作
物
JJ
も
云
ふ
べ
き

Callu
m

及

nardus
が
湖
水
地
ん
山
河
棟
の
榊
に
成
育
す
る
を
蕉
見
L

t
附
報
せ
ろ
に
北
ハ鹿

の
水
は
班

際
中
性
な
る
も
fZy-
水
及
び
謹
上
わ
加
里
'

付近
に
判
す
りむ
比
率

山
犬
を
Lり
こ
と
を
見
出
し
'
之
を
山
て

sournc55
り
以
囚
な
り
と
報
常
せ

-
｡
本
土
塊
に
就
て
見
る
に
不
良
王

Jも
比
る
べ
き

川

･<
･
Lg
u
卜
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撃

J
石
衣

の
加
雪

仲
通
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封
す
る
比
率
1
/
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し
て
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C
･
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.
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七
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三
･
二

O
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石
衣
'
升
土
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什
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す
る
比
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C
･
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.il
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六
七
パ
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川
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在
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L
t
H
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上
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壌
は
C
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C
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六
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･∴九
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t

C
･
C
八
川

I
C
･
一
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の
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な
る
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前
此
∴
新
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瀧
に
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す
る
も

わ
あ
リ
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ノヽ

純
朴
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リ
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代
炭
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加
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へ
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代
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本
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柑
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木
邦
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朋
亜

帯
土
の
軌
舵
舶
び
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不
良
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附
に
此
て
､
那
一
別

二
tiI
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茄
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∴
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指
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紬
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柑

べ
-
'
従
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土
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に

Li
is
s
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k
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分
旭
川
L
柑
る
部
を
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ち
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且
つ
此
紙
の
仰
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よ
-
判
断
し
て
仇
試
土
は
二
･
五
瓦
を
以
て
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し
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記
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換
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イ
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T
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め
'
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換
仕
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'
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＼ノ
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〇
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け
る
朗
削
艶
土
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阻
此
仙
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に
不
良
脱
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に
戚
て
'
豹
1
削



節
五
衣
に
よ
-,l
粧
換
性
水
素
イ
オ
ン
は
伯
糾
氏
炭
根
石
加
法
は

l､Tis
s
i
n

k
氏
バ
リ
タ
法
の
凡
そ
四
分
の
1
の
政

情
を
有
L
t

c
t,っ
蹄
Li

)
ノヽ

土
塊
殊
に
耕
土
に
此
し
共
の
荒
川
=W.仙人
に
し
て
不
良
以
野
地
に
於
て
一
軒
著
し
い
PJ
Q

甘■1

俺
御
庄
も
亦
原
田
氏
は

H
iss
in
k
氏
班
の
凡
そ
川
分

の
7
に
し
て
輯
質
土
塊
の
二
分
の
l
に
比
し

一
博
非
の
美
大
な
-
r17
｡飽
和
度
は

一

ノヽ

般
に
其
の
敗
佃
少
に
し
て
､
本
土
城
が
秘
め
て
不
飽
和
の
状
態
に
在
る
こ
と
を
物
浴
-
､
P

i

er
re
氏
仰

の
酸
性
土
塊
不
良
.仰
臥1
は

水
京
イ

オ
ン
浪
庇
及
び
可
溶
性
助
士
よ
-
む
し
ろ
親
裁
の
不
飽
和
に
凍
き
榊
係
あ
-
と
の
博
駿
に
徴
L
t
殊
に
本
土
唖
不
良
坪
野
に
不
飽
和
評
し
き

瓢
等
よ
11
本
土
壌
不
良
の
尉
因
が
之
の
不
飽
和
批
態
に
在
る
串
が

1
凶
を
な
す
如
-
考
へ
ら

る
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次

‥r凡
は
係
数

〇
･
〇
O
茄
を
乗
じ
て
求
め
た
り
｡

41'
加

水
粍僅
I

冊
鮫

パ
次
法
に
l<
る
加
水
髄
腔
と
∴
佃
し
之
れ
に
C
･

C
C.k
.を
奄
じ
て
媒
僚
石
板
=:叫
と
す
｡

三
'

:-j
根
性
水
糸

イ
オ
ノ

ー
‥j抽化
水
嘉
一I
オ
ン
を
中
和
す
る
巧
め
仙
日
収
雄
t

H
ibSin
k
法
-仙
膚
の
政
仙

に
〇
･
G
t,<
を
凍
じ
た
る
も
の

を
以
っ
て
｡.次
欣
石
衣
=‥肌
と
す

O

阿
'
10
11eS
氏
姓
-

+
.場
末
∴
ハ
.･Ig
を
仰
恨
l小
友

C
･･
:九
五
と
少
=‥八
の
述
珊
水
と
北
(
に
乳
鉢
に
･i
;松
し
て
棚
状
と
な
し
'
水
1110
純
を
班
に
加

へ
て
二
〇
分
_日
光
分
損
什
し
て
∴
C
.C
純
山
容

フ
ラ
ス
コ
に
移
し
'
八
･.乞
以
て
約

二
ハ
C
兆
と
し
て

;
五
分
仙
静
:･j
の
後
Tl;
容
･撃

‥0
0

端
と
し
て
泌
過
す
｡

北
ハ
の
･:j
2液

1
0
0
兆
に
就
き
フ
ェ
ノ
ー

ル
ブ
タ
レ
ン
を
指
示
薬
と
し
て
C
.･
一
規
･:忠
.=
性

仲
通
椎
に
て
滴
定
L
t
非

の
耐
敬
に

2
×
)

･S
x

)
0
0
0

を
乗
じ
て
王
城
∴

C
O
粥
封
蛙
を
和
す
る

一
エ
ー
カ
ー
の
石
衣
必

'*
封
政
教
と
せ
-
0

本
邦
'1
於
け
ろ
翫

概
州土
の
糾
欣
仙
ひ
に
不
良
脱
出
に
此
て
､
那
丁糾

;二
川
.i



本

邦
.i
於
け
ろ

所刑黒
土
の

約
成
朴
び
に
不
良
脱
的
に
赦
て

'

第

7
剛

之
れ
を
加
に
土
地

IC)○
瓦
に
封
す
る
寂
懐
石
衣
瓦
数
に
抽
許
せ
-
0

五
'
H
u
tchinson
and
M
acL
en
nan
民
法
-
二
〇
茸
の
土
塊
を

1
立
の
粘
埠
瓶
に
入
れ

〇
･
〇
二
規
定
取
瑛
酸
石
衣
液

(米
酸
石
衣
飽
和

梱
湖
液
に
混
酸
九
姉
を
油
じ
て
製
す
)
二
〇
〇
蝿
を
加

へ
て
三
時
榊
振
閥
裕
に
か
け
て
振
む
し
'
渦
過
し
て
其

の
l
O
O
輔
を
メ
チ
-
ル

レ
ッ
ド
を
指
示
難
と
し
て
〇
･
l
規
定
硫
酸
を
以
て
滴
定
し
'
北
ハ
の
敵
情
と
尉
液

1
0
0
蝿
を
同
株
柄
･:九
せ
る
救
他
と
の
井
に

〇
･
〇
五
を

変

じ
て
土
塊

一
〇
〇
五･73
の
必
婆
淡
酸
和
魂
北
と
す
｡H

E

/
ノ

鮮



如

六
女

に
示
す

如
-
小
+
戻

山
懐
姓
一七
中

州
し
'
小
胞
和
紙

無
を
抱
か
せ
し
た
る
に
磐
す
る
殺
冊
.{
攻
の
FEqn
瀞
的
政
和
は
外

〃

池

に

依
-

常
し
-
糾
炎
を
和
す
｡
if
H
仰
氏
淡
=iif小

の
恒
軒
小
L
J
ones
代
祉
'
コ
a
tn
hinson
an
d
ヨ
acL
e
n
nan
氏
姓
'
加
水
醗
舷
'
原
日

代
法
t

H
issin
k
民
法

の
糊
に
相
加
L
t
凡
そ
牛
目
し
て
竹
減
車

不
せ
-
｡
i{
エ
即
民
法
は
=

寺

平
と
墳
非
と
し
て
非
れ
H
i
i
晶

に
は
石
衣
必

紫
端
秘
め
て
什
少
な
る
も
'
兆

の
他
の
カ
法
に
依
る
時
は
朴
骨
川
多
北
の
石
衣
を
必
滋
と
す
｡

;
'つ

J
o
n
es
技
法
及
び

H
utchinso
n
a

n
d

M
a
cLenn
a
n
氏
法

に
よ
る
石
衣
必
■埠
==肌
は
J=j
捜
恨
比
の
み
な
ら
ず
加
水
鮫
皮
の
穴
珊
分
を
も
小
利
す
る
邪
を
知
る
｡

之
で

の指
方
法
申
何
れ
が
=S
も
柚
fk
と
闘
係
あ
る
石

衣

=:北
な
-
や
の
Ik.=.に
下
っ
て
は
北
柏
誹
蛤

に
伏
･]
ざ
る
べ
か
ら
す
｡

1リ

R
obinson
代
印
は

英
的
ノ
ー

h'
ウ

エ

ー
ル
ス
地
方

の土
壌
を
分
析
し
北
ハ
の
不
良
'ii
N
は
･-.#
軽
石
iiJ
の
紋
芝
に
あ
り
と
断
じ
t
H
u
tc
h
i
n
s
on

a
n
d

M
ac
L
en
n
l
n
氏
姓
に
依
る
石
衣
必
盤
瀧

C
･
.r
:以
･卜
.た
り
上
背
去
せ
-
.
之

の鮎
よ
り
考

へ
木
土
塊
も
亦
舶
低
稲
井
畑
の
〇
･
∴
八

1

本
邦
に
於
け
ろ
研
創
噂
仙土
の
相
磯
仙
び
に
不
良
脱
凶
に
卿
て
､
節
T郎

:二
四
七



本

邦に於ける所等士の
術成仇
び
に

不良垣に
就
て
'
第

一
郁

7ニ
叩

八

に
し
て
畑
地
と
し
て
改
良
せ
る
も
の
に
て
も
冊
は
心
衣
l<
足
と
云
ひ
柑
+(I-
'
其
の
他
は
常
し
き
石
衣
倣
乏
土
な
-
0

＼ー四

考

察

′し

以
上
の
任
験
よ
り
本
土
城
は
不
良
仰
野
'
森
林
非
び
に
米
境
地
な
る
郡
家
へ
牧
ノ
原
'
大
山
原
A

'
宇
部
野
'
甘
内
'
夜
机
肝
'
日
本
肘

干
喫
-F

夜
ノ
森
'
栢
非
相
野
及
び
森
林
'
熊
木
'
大

山
原
山

'
天
和
原
の
一
川
越
土
塊
と
耕
地
と
し
て
利
骨
川改
良
さ
れ
た
ろ
赤
崎
'
稲
井

畑
'

･:=･=崎
A

t
笠
ノ
原
A
t
捜
山
及
び
九
州
摘
部
に
付
出
す
り?
:=･=帖
B
'
放
ヤ
ノ
.B
B
の
二
郎
野
を
合
す
る
七
机
土
鳩
と
の
川
に
は
背
し
き
諸

共
あ
る
郡
を
認
め
た
れ
ば
之
の
牌
係
を

1
解
明
焼
な
ら
し
む
る
た
め
'
前
記

i
M
椛
土
塊
を
節

1
細
と
し
後
部
七
柚
土
鳩
を
新
二
細
と
す
る

二
机
に
i(
別
L
t
以
上
の

洲

八
九

鈷
北
の

蕪

=Z
.

ゴ
ー
上

代

'
車
均

侶

･t･,'比
枇

せ

-

O

讐

-LI

鮮
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邦
二
糾
土
蟻
の
;
=3
低
<
･
互

∪
堪
=呈

･
九
九
平
均
茄
･
山ハ
八
は
本
邦
耕
地
と
し
て
叶
池
に
比
史
け
ろ
も
の
な
る
に
は
し
節

1
鮒
は
3
1･･i

本

邦
に
放
け
る

軍王
の
軒
械
仙
び
に
不
出

脱凶に
射

て

､
節

7

割



本

邦
に
於
け乙
朗
附
撃
S
L樹成仙びに
不
良

原凶に
戯
て
'
節

丁
靴

≡
茄
U

pH
井
･
二
二
然
旦
抑
井
原
野

'
森
林
を
除
-
他
bl
l
二
相
は
相
川
･
.i
-
ki
･
O
の
範
凶
に
如
し
'
什
物
の
地

温

似
非
を
脱
し
,
隈
笹

に
対

し
抵
抗
力
の
小
な
る
作
物
に
は
州
･:==迩
酢
酸
の
布
咋
作
川
を
認
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
状
態
な
-
0

中
性
髄
溶
液
に
よ
っ
ptJ
生
す
る
は
襖
酸
度
'

ロ
ダ

ン
加
的
涙
腺
押
鹿
及
び
加
水
鮫
皮
等
の
川
に
も
亦
相
川
柁
∴
組
の
糊
に
明
な
る
和
迩
あ

-
｡
且
つ
土
塊
を
弛
和
せ
し
む
る
に
砦
す
る
髄
進
の
灘
即
ち
:-j
換
水
素
イ
オ
ン
及
び
飽
和
度
は
仰
剛
代
法
t
H
issink
氏
法
共
に
本
土
蛾
は

秘
め
て
不
偏
和
に
し
て
'
経
に
第

1
卿
に
於
て
甚
し
き
餌
を
知
る
｡

之
竿
の
詔
方
淡
に
株
-
洲
定
せ
る
酸
度
及
び
砲
御
慶
を
中
和
し
或
は
飽
刺
せ
し
む
ろ
に
.S
yす
る
廉
北
は
土
塊

一

〇〇
瓦
に
封
し
…次
酸
石
衣

に
て
衣
せ
る
放
帖
を
見
る
も
本
土
蛾
殊
に
雛

1
細
の
如
何
に
酸
挺
出
-
不
飽
和
に
し
て
'
凡
つ
石
女
に
軌
乏
せ
る
か
む
覗
ひ
柑
べ
し
｡

.ーノ

毘
換
性
腺
出
に
就
て
見
る
も
原
‖
氏
川
が
本
邦
錬
印
土
塊
に
放
て
行
は
れ
た
る
鈷
火
と
比
較
し
令
茄
に
於
て
著
し
く
少
-
'
約

1r
紺
に
於

て
Ⅲ
に
甚
だ
し
｡
加
m雪

柳
地
'
許
土
は
鵬
組

の:F
に
殆
ん
ど
棚
舶
な
く

石
衣
の
み
の
た
め
勝
北
(
;
光

の
井
を
生
す
る
も
の
な
-
.
加
瀬

甜
連
に
封
す
る
石
衣
の
比
率
及
び
加
盟
'

押
通
に
封
す
る
下
火
'
苦
土
令
=:北
山
比
率
は
耶

1
紬
に
大
な
-
0

以
上
の
許
鮎
よ
-
考

へ
姉

-
孤
と
弟
二
者
と
の
刷
に
は
明
瞭
な
る
#
典
あ
-
｡
弟

7
組
を
小

良
十
と
乃
ふ
る
な
ら
ば
'
本
土
壌
不
良
の
帰

凶
と
し
て
酸
此
れ
き
こ
と
､
鰯
益
の
不
飽
和
な
る
こ
と
.
石
女
殊
に
位
根
性
石
衣
の
歓
乏
及
び
技
に
作
ふ
加
里
'
付
連
に
判
す
る
石
衣
の
比

率
'
加
輿
'
打
越
に
封
す
る

で,=咲
'
苦
土
の
比
率
の
i{
な
る
JJ
と
t.7
を
騨
げ
柑
べ
し
｡

賓
＼-ノ
I
■＼

脆

(

二)

石
衣
に
依

る
土
塊
酸
性

､
飽
和
度

の
中
和

の
植
生
に
及

ぼ
す
影
響



耶
駄
(
一
)
に
よ
り
囲
訓仙
竹
山土

山
不
良
耶
囚
よ
し
て
次
聖

二
囚
千
を
韓

げ
た
-
一

■

?
.
酸
虻
高
き
lJ
と
｡

_

二
'
馳
益
に
劉
し
不
飽
和
な
る
こ
と
｡

三
二

ィTT衣

む扶
乏
≠
び
に
之
に
作

ふ
加
朋
'

押通
の
石
衣

に
射
す
比
率
及
び
加
鼎
'

付近
の
石
衣
'
持
上
に
封
す
る
比
率
の
大
な
る
こ

と

｡

故
に
之
を
確
む
る
た
め
人
山
似
A
土
鳩
を
仙
川
し
て
北

山恨
度
を
小
和
し
'
飽
和
度
を
飽
卸
し
'

.山
女
不
妊
n:=i
を
光
す
に
埠
す
る
計
群
=.･L-i

を

炭
酸
石
火
を
以

て施し
'
水
折
目州
印
蝿
力

山
舵
に
よ
っ
て
柵
木
鉢
試
験
を
行
ひ
'
北
‥
山
生
廿
北
び
に
収
八帆
刑
華
を

試
み
た
-1
0

L
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研
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て
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街
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木

川に
於
け
ろ

繁土
の
組
成
仙

ひ
に不
良

駄凶
に縦
て
'
節

7
剛

三
五
二

l
租
木
鉢
に
七
柾
の
風
乾
土
を
入
れ
'
:J.い木
を

一
抹
と
す
る
三
株
を

一
鉢
に
柚
付
け
た
-
o
怒
駿
は
昭
和
六
咋
及
び
昭
和
七
年
の
二

年

糊

同
株
の
方
法
を
以
て
六
月
二

十

六
日
柚
付

け

'
以
後
∴
十
日
ご
と
に
生
育
訓
瀬
を
わ
ひ
舶
複
に
牧
丸
刑
部
を
行

へ
-
O

襟
験
結
兜
は
桶
年
を
通
じ
て
殆
ん
ど
同
様
な
る
を
以
て
此
鹿
に
弟
二
年
庇
即
ち
昭
和
七
年
の
成
縦
の
み
を
敬
太
す
べ
し
｡
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茶
殻
'{
次
を
施
し
て
水
桁
球
音
状
態
を
見
る
に
少
茄
之
れ
を
施
せ
る
も
の
は
伴
に
劫
火
を
衣
す
も
､
非
の
茄
多
き
も
の
は
却
っ
て
和
許
に

し
て

H
issin
k
氏
姓
の
如
き
つ
い
に
仙
死
す
る
に
東
れ
-
0

然
れ
ど
も

1
舵
に
ポ

加
を
施
せ
る
も
の
と
'
黙
ら
ざ
る
も
の
JJ
の
黙
･=･X
微
少
に
し
て
'
TT小
水
叩
川
'
三

..･a
素
加
川
及
び
批
肥
加
川
北
ハ
に
:<

衣
の
効
北
伽
…L
と
云
ふ
を
過
=:j
と
す
べ
き
状
態
な
-
0

収

丑
訓
木
次
衣
の
如
し
｡

ノ

･I･

･.#

本
邦
に
釈
け
ろ
顎

士
の
机
械
舶
び
に
不
出
脱
凶
に
跡
て
'
郡
i鮎

苛

斉

…

河
二
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本
邦
に
放
け
る
所
劫
果
土
の
膚t
坪
州
ひ
に
不
良
択
陳
に
Ie.C1て
､
第

一地

u
',
I
に
L

L
J
-
.)6

収
先
も
亦
石
衣
仰叫
川
に
於
て
は
子
牡
'
紺
'
組
碗
非
に
俳
に
石
衣
の
効
北
を

ホ
し
'
殊
に
i<
エ
原
氏
姓
に
依
る
石
衣
先
を
施
せ
る
場
合
'

故
も
良
効
に
し
て
'
石
衣
の
碓
川
北
を
現
す
に
従
ひ
漸
次
収
=1-l二
を
減
少
す
る
傾
向
あ
=1
0
蝕
に
三
坐
韻
及
び
柵
肥
に
石rT
衣
を
加
川
す
る
時
は

殆
ん
ど
効
児
を
認
め
ず
'
却
っ
て
有
宰
作
川
を
呈
す
る
が
如
し
.
又
石
衣
仰小
川
の
切
合
無
題

理に
比
し
効
=i
祈
り
と
排
も
非
の
収
丑
は
伴
性

に
僅
少
に
し
て
水
稲
は
生
命
を
鴨
紙
L
柑
る
桂
皮
な
-
｡
故
に
前
記
生
育
'
牧

茄
帥
別
離
の
結
北
本
土
壌
は
:TT.
衣
を
以
て
較
庇
を
中
和
L
t

飽
和
虻
を
飽
刺
し
'
石
衣
不
止
丑
を
充
す
も
値
桜
水
稲
の
成
育
'
牧
立
に
殆
ん
ど
効
邦
無
し
と
云
ひ
得
べ
し
｡

＼-ノ二

各
抑
軸
基

に
依

る
土

鳩
飽
和

の
植
生

に
封
す

る
臆
せ

/し

ヽ
.ノ

土
塊
の
ilj
換
性
盤
基
と
植
生
の
関
係
.I:)知
る
璃
め

G
edr.i
z

氏

E
L

に
な
ら
ひ
大
山
原
A
を
俳
武
士
と
し
之
れ
を

一
規
定
の
客
櫛
勝
進
'

ア
ン
モ
lt
ヤ
'

竹
越
'
加
里
'
石
衣
'
常
土
'
辞
土
'
織
7
滴
俺
'
水
素
等
の
頗
化
物
溶
液
を
以
て
飽
和
せ
し
あ
'
之
れ
を
弟
河
水
を
以
て

髄
索
の
反
感
を
認
め
ざ
る
に
至
る
ま
で
溌
淋
し
'
又
同
様
に
硫
酸
'
硝
酸
の
一
規
･Cit
沢
を
以
て
鹿

和せ
る
土
塊

一
妃
を
小
型
鉢
･に
入
れ
'
三

蜜
韻
加
用
及
び
如
…肥
料
の
棚
状
態
に
て
水
筒
を
栽
培
L
t
非
の
成
育
及
び
牧
=:恥
を
比
較
せ
-TI
O
肥
料
加
別
帖
に
は
俳
講
土

一
社
に
封
し
硫
酸

ア
ン
モ
ニ
ヤ
'
過
燐
酸
石
衣
各

l
瓦
'
硫
酸
加
里

〇
･
五
Jig
を
施
せ
-
.

其
の
成
育
洲
爺
の
平
均
爪
炎
の
加
L
o



1Jr.I.

T･

加
::肥
料
状
態
に
て
は
帥
付
け
の
畔
と
i{
差
な
-
'
却
っ
て
･l=L
丈
を
減
す
ソU
も
山
あ
り
｡
た
ゞ
石
衣
及
び
水
素
lk
r以
っ
て
飽
か
せ
る
も
の
は

比

較

的

良

効

な

-

｡

馳
韮
地
利
土
に
ご
.要
素
を
添
加
せ
る
も
の
1

舛
育
は
加
it
I.
打
越
'
日
次
'
水
糸
竹け
比
純
良
効
な
る
も
伽
艇
理
山
女
ゝ

二
‥瀕
素
を
施
せ
る
も
の
に
比
L
へ
何
れ
も
城
育
不
此
な
り
Q

本
邦
に
放
け
る
怒
州発
土
の
執
成
qk
ぴ
に
不
良y胴
担
.1叔
て
､
節
i
朝

;I.'<
:;





及
び
僻
土
は
不
良
な
JI
Q

三
要
素
加
川
状
態
に
て
.は
十
1-f
収
∩:;(
紋
服
=-昔
ハ
に
石
女
'
加
異

常

王

水

串

で
以
っ
て
飽
か
せ
る
も
の
は
仙
麗

珊
恥
に
比
し
多
少
艮

効
な
る
も
北
ハ
り
光
代
少
な
-
0
1-
.つ
ア
ン
そ
こ
ヤ
､
雛
il
･を
以
っ
て
飽
和
せ
る
も
の
著
し
-
不
良
な
り
｡

以
上
を
池
博

し
て
*
土
鳩
を
各
抑
鮮
華
:k
1以
っ
て
飽
刺
せ
し
む
る
に
非
の
桃
生
に
封
す
る
形

世

は
i<
な
ら
ざ
る
も
'
水
糸
'
石
衣
.
加
盟

洋
土
竿
は
多
少
効
華
誓
ボ
L
t
W
旭
､
純
へ
満
俺
は
影
抑
な
き
か
或
は
俳
に
布
宰
な
る
が
如
く

ア
ン
モ
ニ
ヤ
'
耕
土
に
依
る
土
地
飽
和
は

称
に
祈
F
=作
川
あ
-
0

-即
ち
塵
酸
'
爪
酸
'
硫
酸
で
の
酸
.虹
以
っ
て
飽
和
す
る
lJ
JJ
の
有
効
に
し
て
'
ア
ン
そ
こ
ヤ
'
舞
上
に
仕
る
飽
和
の
有
瑞
な
る
こ
と
は
本

土
蟻
の
不
足
柳
川
と
し
て
'
恨
艇
'
飽
和
度
を
卿
げ
ろ
こ
と
の
=仰
=を
柑
ざ
る
こ
,と
･を
.肘｡
示
し
'
む
し
ろ
叫
溶
性
雑
土
山
存
和
に
よ
る
も
の
J

か

-

酸
に
伏
:}
締
即
沈
漉
せ
J]
れ
竹
上
純
小
の
絹
之

山
仙
北
を
よ
せ
ろ
も
山
上
埠

へ

ら
る
｡

摘

本
邦
に
S
.け
り心
桝
刑
1?
.王

の
紬
城
北
び
に
不
良
liS
囚
を
明
か
に
せ
ん
と
放
し
'
北
づ
北
ハ
の
酸
度
'
他
か
比
'
石
火
必
響

:=･.'Wj
換
性
触

瓜
'

石
衣
必
安
八≠
と

仙
北
の
糊
係
'
各
抑
珊
北
に
依
る
十
拭
飽
和
L
J純
化
の
脚
係
耳
に
此
き
･lt
験
を
〓
ひ
た
-
0

仰
武
士
は
全

閉
よ
-
∴
十

一
経
を
抹
粧
し
'
=
:ハの
_1
十
川
柿
は
不

良
tiS
野
及
び
f･LR
痩
地
に
し
て
埋
-
1露

は
や
-
改
良
せ
る
畑
地
及
び
九

●

州
細
部
肋
妃
山
'
宮

帖
舶
楯
の
比
較
的
石
女
に
宮
み
良
円
山
.2
野
な
り

｡蜘
ち
端
封
を
節

一
糾
と
し
後
打
を
承

∴
鮒
と
し
て
比
較
乃
火
小を
紙
.

み
た
-
0
本
邦
に
於
け
ろ
新
潮
焦
土
の
削
碓
亜
び
に
不
良
収
用
に
甜
て
t
ers
山剛



｢

本
邦
に
於
け
る

箪
土
の
削
怖
抑

ひ
に
T

小由将憶
に
戚
て

､
節
義

三
.#
･八

二

竺

組
は
弟
二
組
に
比
L
m
t

泣
掩
酸
度

'ロダン加
盟
は
聴
粗
壁

加
水
離
艦
の
何
れ
の
即
よ
-
見
る
も
背
し
-
醗
畢

Z
J
o

･

二

桁
〓
氏
法
t

Hissink民
法
に
よ
り
砲
和
庇
を
洲
る
に
祁
細
共
進
し
-
不
飽
和
な
る
も
須

一
紺
に
於
て
判
に
背
し
｡

三
.
置
換
酸
度
､
加
水
酸
度
'
仰
日
代
法
'
H
issink

民
法
に
伐
る
飽
和
度
1.k

J粧
す
に
足
る
H小
水
北
び
に
1

.nes
氏
t
E
u
tch
in
so
n
a
n
d

M
ac
L
en
nan
氏
姓
に
よ
る
;小
水
必
粟
=叫
.を
測
･:化
せ
る
に
.;
細
北
に
許
し
き
れ
衣
陳
乏
土
な
る
こ
と
を
知
る
｡
殊

に

節

1

組

に

-iizi
I仁

だ

し

｡

川
'
酸
性
不
風
土
の
旧
囚
は
拾
f
l小
水
の
加
恥
.
甜
漣
に
封
す
る
比
及
び
那
加
へ
苦
土
令

紫
の
加
的
､
押
連
は
封
す
る
比
の
if
な
る
環
な
-

と
の
詮
に
裁
き
軸
比
率
を
淡
め
た
る
に
郡

!
卯
は
節
∴
細
に
比
し
共
に
非

の
政
情
･lへ
に
し
て
､
･N
れ
又
不
此

仰
囚

の
1
閃
子
と
半

へ
ら

▲

る

｡

五
'
小j
扱
性
飽
益
を
洲
･1'4
せ
る
に
加
即
'

押通
'
苦
土
は
両
親
に
於
て
罪
を
認
め
ず
'石
衣
は
凱
∴
糾
に
廿
L
-
i<
な
り
O
之
れ
出
根
粒
鹿
'

ロ
ダ
ン
加
里
は
燃
料
比
が
耶
二
細
に
急
減
せ
る
こ
と
1
棚
闘
櫛
を
<
=L
t
軸
酸
度
が
,:Ij
扱
性
石
衣
の
明
滅
に
依
り
九
右
さ
る
J

こ
と
を
耶

示
す
｡

六
'
以
上
よ
-
本
土
城
の
不
尽
原
因
と
し
て
酸
度
高
き
こ
と
'
不
飽
和
な
る
こ
と
'
石
衣

の
不
は
1及
び
之
れ
に
作
ふ
石
衣
の
加
Ej
,'
野
過
に

封
す
る
比
'
前
栽
'
#
土
の
加
盟
'
伊
達
に
封
す
る
比
の
大
な
る
恥
で
こ
ろ

を
考

へ
柑
ら
る
1
を
以
っ
て
'
之
れ
を
柵
む
る
た
め
犬
山
仰

A
を
仇
誹
土
と
し
大
工
原
代
淡
等
加
水
酸
度
'
中
性
騰
浴
液
に
よ
り
生
す
る
敵
艦
'
原
日
比
法
､

Hssink
氏
法
叫T
に
よ
る
土
壌
を
飽
和

せ
し
む
る
に
斐
す
る
陥
仙韮
茄
を
･:A/酸

石
衣
･を

以
っ
て
中
和
及
び
飽
和
せ
し
め
､

班
に

1
ones
氏
姓
､
H
utchinson
aロd
E
ac
L
enIDan

氏
法
に
伐
る
l山
水
必
激
発
等
を
淡
酸
石
衣
を
以
つ
セ
施
し
水
桁
を
収
托
し
て
状
の
成
育
'
収
1-.帥
調
布
を
行
ひ
た
る
に
無
肥
料
に
て
は
多

少
前
次
の
効
火
あ
れ
ど
も
施
川
(:_(
出
も
小
な
る
大
工
原
氏
法
に
於
て
娘
も
良
効
に
し
て
:rT.
水
先
の
相
加
は
却
っ
て
融
形
坪
あ
る
か
く

れ



つ
三
単
糸
及
び
堆
肥
に
糾
し
石
衣

山
加
日
も
亦
付
で
効
牝
を
認
め
ず
O

七
､
小
土
塊
に
各
抑
鱒
基
ア

ン
モ
tT
ヤ
'

理
は
'
加
聖

石
衣
へ
幣
宍

雛
土
'
鈍
'
補
作
'
水
素
耳
を
以
っ
て
飽
和
せ
し
め
小
郡
鉢
に
て

水
楢
を
裁
.

.1
tI･
せ
る
に
石
衣
'
洋
⊥
'
州

別
'
水
粟

野
を
以
っ
て
他
和
せ
る
も
の
は
多
少
効
北
を
認
む
れ
ど
も
へ
ア
ン
そ
こ
ヤ
'
教
士
は
却

っ
て
有
･33=作
目
あ
る
如
し
｡

一
般
に
枇
=;帆
.
成
育
比
ハ
に
不
良
に
し
て
無
塵
理
の
も
の
JJ
の
差
微
少
な
-
.
依
っ
て
か
1
ろ
鰍
に
よ
る
土
塊

の
飽
和
は
机
北
上
殆
ん
ど
効
火
を
和
せ
ざ
る
が
如
し
Q

殊
に
腰
取
'
附
恨
'
硫
酸
を
以
っ
て
他
刺
せ
る
も
の
1
良
効
な
る
こ
と
は
本
土
城
の
鮫
皮

山
吹
=を
は
如
し
む
る
も
の
な
り
｡

以
･上
を
結
合
し
て
木
上
塊
不
良
山

一
囚
JJ
巧

へ
ら
る
1
鮫
皮
･+仙
き
こ
と
'
勝
北
に
封
す
る
l<
飽
和
'
:<
次
の
不
足
で
何
れ
も
桃
生
に
封
し

直
接
の
和
珊
仰
囚
に
は
あ
ら
ざ
ろ
が
如
し
｡

小
柳
寵
に
あ
た
り
恕
切
な
る
御
精
妙
を
脇

へ
る
思
帥
+
J
M
盟
㌍

附

軒
IJ肋
松
野
博
士
に
摺
帖
の
感
州
を
出
す
｡
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